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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオエンコーダにおける方法であって、
　ピクチャの少なくとも１部のピクチャデータを符号化するステップを含み、
　前記符号化するステップは、前記ピクチャの少なくとも１部の色度成分についてイント
ラ予測を生成するために使用される予測データのフィルタリングを実行するステップを含
み、
　前記フィルタリングは、前記フィルタリングのフィルタパラメータの少なくとも１つに
関して、及び、前記フィルタリングが使用されるか又はバイパスされるかに関して適応的
に行われる、
　方法。
【請求項２】
　前記色度成分のそれぞれの画素に適用されるフィルタ長及びフィルタの強度の少なくと
も１つを決定するエッジ検出が使用される、
　請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ピクチャの少なくとも１部の色度成分についてイントラ予測を生成するために適応
的な前記フィルタリングが使用されるか又はバイパスされるかを判定するエッジ検出が使
用され、適応プロセスの結果は、前記予測データに依存する、
　請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記予測データは、フィルタリングされた予測データを取得するためにフィルタリング
され、前記ピクチャの少なくとも１部の色度成分についてイントラ予測を生成するために
使用される前記予測データの予測値は、前記予測データと前記フィルタリングされた予測
データとの関数である、
　請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記関数は、前記予測データと前記フィルタリングされた予測データのうちの１つを前
記予測値として選択する、
　請求項３記載の方法。
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【請求項６】
　前記予測データと前記フィルタリングされた予測データとの間の差の絶対値は、前記予
測値を決定する、
　請求項３記載の方法。
【請求項７】
　前記関数は、前記予測データの画素に適用される量子化ステップに依存する、
　請求項３記載の方法。
【請求項８】
　ビデオデコーダにおける方法であって、
　ピクチャの少なくとも１部のピクチャデータを復号化するステップを含み、
　前記ビデオデコーダは、前記ピクチャの少なくとも１部の色度成分についてイントラ予
測を生成するために使用される予測データのフィルタリングを実行する適応フィルタを含
み、
　前記フィルタリングは、前記フィルタリングのフィルタパラメータの少なくとも１つに
関して、及び、前記フィルタリングが使用されるか又はバイパスされるかに関して適応的
に行われる、
　方法。
【請求項９】
　前記色度成分のそれぞれの画素に適用されるフィルタ長及びフィルタの強度の少なくと
も１つを決定するエッジ検出が使用される、
　請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記ピクチャの少なくとも１部の色度成分についてイントラ予測を生成するために前記
適応フィルタが使用されるか又はバイパスされるかを判定するエッジ検出が使用され、適
応プロセスの結果は、前記予測データに依存する、
　請求項８記載の方法。
【請求項１１】
　前記予測データのエッジ検出は、前記色度成分のそれぞれの画素に適用されるフィルタ
タイプ、フィルタ長及びフィルタの強度のうちの少なくとも１つを決定するために使用さ
れる、
　請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記予測データは、フィルタリングされた予測データを取得するためにフィルタリング
され、前記ピクチャの少なくとも１部の色度成分についてイントラ予測を生成するために
使用される前記予測データの予測値は、前記予測データと前記フィルタリングされた予測
データとの関数である、
　請求項８記載の方法。
【請求項１３】
　前記関数は、前記予測データと前記フィルタリングされた予測データのうちの１つを前
記予測値として選択する、
　請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記予測データと前記フィルタリングされた予測データとの間の差の絶対値は、前記予
測値を決定する、
　請求項１２記載の方法。
【請求項１５】
　前記関数は、前記予測データの画素に適用される量子化ステップに依存する、
　請求項１２記載の方法。
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